
表紙写真：14 ページ参照
　　　　　ヘラクレスオオカブト：世界最大のカブトムシ。 最大個体は全長 180mm 以上に達する。

群馬県利根郡みなかみ町

バックナンバー
が見られます。

令和３年（2021年）67号7月15日発行

みなかみで生まれた
ヘラクレスオオカブト

６月定例議会
特集����������2

臨時議会（4月）������4

本会議審議内容及び結果� � 5

一般質問��������7

この町あるある�������� 14

特 集
SDGs
わたしのこころがけ

王者の風格



体を鍛えています。1 人
でも多く健康でいられた
ら、医療費は安くなるか
も…。

綿の T シャツは古くなったらパジャマ、最後
は雑巾に。石油由来のパジャマも減らせるし、
雑巾を買わないので綿生産国の農業用水を減ら
せるかも。

ちょっとのことが未来につながる「かもしれ
ない」と考え、より良い方法を探しながら行動
していこうと思います。

自宅前の畑が獣のす
みかになっていました。
この荒地をどうにかし
ようと、15 年前に手入
れを始め、今やっと心
地よい花畑となりまし
た。そのことがきっか
けで、町の自然の豊か

さを再認識するようになりました。
周りは野草の宝庫、なるべく自然のまま、か

つ適度な手入れで、それらの恵みをいただく生
活を目指しています。

６月議会において議会
会議規則を改正しまし
た。出産、育児、介護等
に配慮し、全ての議員が
存分に活動できるためで

す。議会は、より良い未来を築くために何がで
きるかを考えています。それは、町のみんなで
取り組むものです。みなさんのご意見を広く聴
くためには、ジェンダーや年代等に偏りのない
議員構成が必要なのです。

ＳＤＧｓ、何のことかイマイチ分からな
い…。こんなご意見もありますね。以前の
議会だよりで、「ＳＤＧｓは遠いところに
あるのではなく身近にあります」とお伝え
しました。
今回はＳＤＧｓをわたしごとにしている
方々を紹介します。皆さんの行動はどんな
ゴールへ向かっているのでしょうか。

所属する自伐型林業などの活動時に出た、間
伐材の枝葉を原料に精油の製造をしています。
使用する水は湧水、熱源は間伐材を薪として使
用することで、化石燃料の削減を意識したモノ
づくりを心掛けています。

蒸留後の枝葉は、畑や庭のマルチング材とし
て地域の人に再利用してもらうことで、森林資
源を最大限循環させることを目指しています。

わたしのこころがけ
S
エスディージーズ

DGs

相俣

長
おさかべ

壁総
そういちろう

一郎さん
　　早

さ や か

也花さん

私は名刺に使用済みポスターやカレンダーを
使用しています。

小さい頃から自然や生き物が好きで、大学で
は環境共生学を学びました。

自然環境を守るために、紙の再利用による廃
棄物の削減、紙の製造に由来する CO2 排出量の
削減につなげられたらと思っています。

意外と身近なことが SDGs 目標達成への第一
歩だと思います。

環境省�谷川管理官事務所 増
ます だ

田多
た み

美さん

まずは自分のできる
事から始めて行くのが
大切だと思っています。

会社の近くでゴミ拾
いを定期的に行ったり、趣味の登山では必ずゴ
ミ袋を持ち、落ちているゴミを拾うようになり
ました。

また、服や登山ウェアを購入する際、そのウェ
アの縫製に関わった皆さんへ報酬が支払われる

「フェアトレードサーティファイド」製品を選ぶ
ようにしています。

月夜野

　阿
あ べ

部正
まさ し

志さん

「スポーツは人生を変える」「スポーツで社会
を変える」「スポーツで世界がつながる」「スポー
ツで未来を創る」スポーツ庁の掲げる４つの基
本方針です。

スポーツは全世界共通、言葉が通じなくても
一緒に盛り上がったり、悲しんだり、感情を共
有できます。人種やジェンダーも経済的格差も
関係ありません。

国境を超えた絆を作り、社会の課題を解決し、
より豊かな社会の形成において、スポーツは最
も重要な役割を担っています。

3 人制プロバスケットボールチーム

MINAKAMI�TOWN.EXE
（ミナカミ�タウン�ドット�エグゼ）

SDGs との出会いは
2019 年。その重要さ
と自分の無知を知り、
今までの教育のあり方
を考え直す良き機会と

なりました。
現在、普及ファシリテーターとして関東エリ

アを中心に活動中です。
大切なのは自分との関わりを感じること。そ

して、そのスタートポイントになるのは「知る
こと」SDGs2030 カードゲームを通して、ど
なたでも関われる場作りを提供中です。

湯原

　木
きのしたたつし

下達志さん

みなかみ町議会�議長

　　山
やま

田
だ

庄
しょう

一
いち

高日向

　大
おおつか

塚満
ま き こ

喜子さん

月夜野

　塩
しおの

野哲
てつ や

也さん

みなかみ町は水の
ふるさと。利根川の
最初の一滴はこの町
で生まれ、下流に住
む 全 て の 人、 動 物、
植物を潤しています。

皆さんのために清
流と森林を守りたい
です。

藤原

　雲
くもこし

越利
とし お

雄さん
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６
月
１
日　

本
会
議

　
　

一
般
質
問

６
月
２
日　

本
会
議

　
　

一
般
質
問

　
　

議
会
全
員
協
議
会

６
月
３
～
７
日　

常
任
委
員
会

　
　

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　

産
業
観
光
常
任
委
員
会

６
月
８
日　

特
別
委
員
会

　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　
　

月
夜
野
地
区
統
合
小
学
校
の
理
想

　
　

の
教
育
環
境
検
討
特
別
委
員
会

６
月
９
日　

議
会
運
営
委
員
会

６
月
11
日　

本
会
議

次
の
方
を
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

に
推
薦
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
適
任
と

の
意
見
を
付
し
た
。

　

渡わ
た
な
べ辺　
　

孝
た
か
し 

氏
（
新
巻
）

　

小お

の野　

達た
つ
じ寿 

氏
（
阿
能
川
）

議
会
の
流
れ

６月
議会
あらまし

審
議
内
容
及
び
結
果

　

１
日
か
ら
11
日
ま
で
の
会
期
で
６
月
定
例
議
会
を
開
い
た
。
発
議
１
件
、
報

告
10
件
、
諮
問
２
件
、
条
例
２
件
、
そ
の
他
４
件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
議
し
た
。

一
般
質
問
は
６
人
で
あ
っ
た
（
７
～
13
頁
）。

固
定
資
産
評
価
員
の
選
任

次
の
方
の
人
事
案
に
同
意
し
た
。

　

佐さ
と
う藤　

富ふ

士じ

夫お 

氏
（
阿
能
川
）

　

審
議
内
容
及
び
結
果

４月
臨時議会
あらまし

　

４
月
２
日
に
臨
時
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。
人
事
１
件
、
承
認
４
件
、
報
告
３
件
、

補
正
１
件
を
審
議
し
た
。

4 月議会臨時会議案及び議決結果
議案番号 議案内容 議決結果

報　　告 報告第1～3号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分報告

承　　認

承認第　2　号 税条例等の一部を改正する条例の専決処分報告 全会一致承認

承認第　3　号 都市計画税条例の一部を改正する条例の専決処分報告 全会一致承認

承認第　4　号 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分報告 全会一致承認

承認第　5　号 令和２年度一般会計補正予算（第９号）の専決処分報告 全会一致承認

人　　事 議案第 28 号 固定資産評価員の選任 全会一致同意

補正予算 議案第 29 号 一般会計補正予算（第１号） 全会一致可決
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諮
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諮
問

補
正
補
正

歳出
子育て世帯生活支援特別給付金事業� 1583万円
電子地域通貨運営・活用事業���� 5165万円
愛郷ぐんま地域クーポン事業�� 1億 1132万円
小・中学校学校管理事業（コロナ対策）� 720万円
その他�������������� 2268万円

歳入
国庫支出金������������� 5585万円
県支出金������������1億 1233万円
電子地域通貨チャージ収入������ 4000万円
財政調整基金繰入金���������� 50万円

（端数処理あり）

2億868万円補正額
総額　145億668万円

陳 情 結 果 表陳
情
陳
情

陳情件名 陳情人 付託委員会
及び審査結果 本会議審査結果

陳
情

第
１
号

「最低賃金の改善と中小企業支
援の拡充を求める意見書」の採
択を求める陳情書

前橋市本町 3 丁目 9-10
群馬県労働組合会議

議長　五十嵐弘幸

産業観光常任委員会
（３月継続審査）
趣旨採択すべきもの

趣旨採択

第
３
号

学校給食費の無料化を求める陳
情書

みなかみ町下津4296番地
新日本婦人の会沼田支部

支部長　髙橋芳子

総務文教常任委員会
継続審査

人
権
擁
護
委
員
推
薦
の
意
見

5968万円補正額
総額　183億9118万円

歳出
新型コロナウイルスワクチン接種事業� 5968万円

歳入
国庫支出金������������� 5968万円

令和２年度補
正
補
正

（端数処理あり）

歳出
ファミリーリフレッシュ事業����� 800万円
地域の農林水産物利用促進事業��� 1000万円
ふるさと応援チケット事業��� 1億 2000万円
愛郷ぐんま地域クーポン事業���� 5142万円
災害対策用物資配備事業������� 858万円

歳入
国庫支出金�����������1億 6994万円
財政調整基金繰入金��������� 2806万円

（端数処理あり）

1億9800万円補正額
総額　142億9800万円令和３年度補

正
補
正
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Questions
一般質問

　議員が町の行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、所信の表明を
求めるもの。
　執行機関の政治姿勢を明らかにし、それに対する政治責任を明確にさせたり、
結果として、現行の政策を変更、是正させあるいは新規の政策を採用させるな
どの目的と効果がある。
　定例会のみで行われ、現在、みなかみ町議会での一般質問の時間は、一人
50分までとなっている。

一般質問とは

町政を問う

事 前 通 告 一 覧
①
真
沢
フ
ァ
ー
ム
交
流
施
設
の
今
後
の
利
活
用
は

②
『
音
』
を
コ
ン
テ
ン
ツ
に
し
た
新
た
な
観
光
資
源
の
展
開
を

鈴
木
　
美
香 

す
ず
き
　
み
か

①
み
な
か
み
町
に
お
け
る
凍
霜
害
の
状
況
と
対
策

②
み
な
か
み
町
森
林
活
用
協
議
会
の
今
後
の
方
針

③
令
和
３
年
度
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
事
業
に
つ
い
て

茂
木
　
法
志 

も
ぎ
　
の
り
ゆ
き

①
地
方
創
生
を
考
え
る

窪
田
　
金
嘉 

く
ぼ
た
　
か
ね
よ
し

①
災
害
対
応
力
を
強
化

②
防
災
備
品
の
土
の
う
袋
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

髙
橋
　
久
美
子 

た
か
は
し
　
く
み
こ
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谷
川
岳
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
視
察

環
境
省
が
谷
川
地
域
整
備
計
画
の
中
で
建

設
を
進
め
て
い
た
「
谷
川
岳
イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
、
オ
ー
プ
ン

前
の
施
設
を
見
学
し
た
。

施
設
は
谷
川
岳
エ
リ
ア
の
玄
関
口
と
し
て

山
岳
資
料
や
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を

備
え
、
居
な
が
ら
に
し
て
登
山
を
体
感
出
来

た
り
、
イ
ヌ
ワ
シ
目
線
で
空
か
ら
谷
川
連
峰

を
見
ら
れ
る
な
ど
最
新
の
情
報
提
供
設
備
を

整
え
て
い
る
。

オ
ー
プ
ン
後

は
谷
川
岳
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
協
議
会
が
運

営
し
、
谷
川
岳

周
辺
の
観
光
振

興
や
エ
コ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
拠
点

と
し
て
活
用
さ

れ
る
。

被
害
農
家
の
視
察

定
例
議
会
中
に
４
月
の
数
回
に
わ
た
る
低

温
の
影
響
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た
農
家
の

現
地
視
察
を
行
っ
た
。
こ
の
度
の
凍
霜
害
は

サ
ク
ラ
ン
ボ
を
は
じ
め
果
樹
全
般
に
及
び
、

町
の
試
算
で
は
４
億
円
規
模
の
被
害
額
が
予

想
さ
れ
る
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
、
昨
年
の
集
中
豪
雨
被

害
、
そ
し
て
凍
霜
害
と
農
家
に
と
っ
て
は
厳

し
い
試
練
の
連
続
で
あ
る
。
議
会
と
し
て
も

支
援
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

活動
報告
活動
報告
産
業
観
光

常
任
委
員
会
　

４
月
23
日
に
谷
川
岳
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
、

６
月
７
日
に
管
内
の
農
家
を
視
察
。
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①
健
康
維
持
対
策

②
エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
事
業
の
創
設

阿
部
　
賢
一 

あ
べ
　
け
ん
い
ち

①
町
内
３
こ
ど
も
園
の
現
状
と
今
後

②
熊
穴
沢
避
難
小
屋
付
近
に
ト
イ
レ
設
置
を

石
坂
　
武 

い
し
ざ
か
　
た
け
し

農家さんは「実らないと町にお客さんが
来なくなる」と語ります。

6 月定例議会議案及び議決結果
議案番号 議案内容 議決結果

発 議 発議 1 号 議会会議規則の一部を改正する規則 全会一致可決

報 告

報告 4 ～ 7 号 損害賠償の額の決定及び和解の専決処分報告

報告 8 号 令和２年度一般会計繰越明許費繰越計算書の報告

報告 9 号 令和２年度下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書の報告

報告 10 号 令和２年度水道事業会計予算繰越計算書の報告

報告 11 号 令和２年度一般会計事故繰越し繰越計算書の報告

報告 12 号 土地開発公社の経営状況の報告

報告 13 号 令和２年度町立月夜野中学校図書室新築工事請負変更契約の専決処分報告

諮 問 諮問 2 ～ 3 号 人権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めることについて
全会一致

適任との意見

そ の 他

議案第 30 号
道路メンテナンス補助事業町道藤原粟沢線藤原湖大橋橋梁補修工事の建設工
事請負契約の締結

全会一致可決

議案第 31 号 社会資本整備総合交付金事業除雪車（11 ｔ級）購入契約の締結 全会一致可決

議案第 32 号 社会資本整備総合交付金事業除雪車（７ｔ級）購入契約の締結 全会一致可決

議案第 33 号 スクールバス購入契約の締結 全会一致可決

条 例
議案第 34 号 介護保険条例の一部を改正する条例 全会一致可決

議案第 35 号 手数料徴収条例の一部を改正する条例 全会一致可決

補正予算 議案第 36 号 一般会計補正予算（第２号） 全会一致可決
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問
だ
れ
も
が
歳
を
重
ね
る
ご
と
に

健
康
で
い
た
い
。
そ
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
に
お
い
て
運
動
す
る
機
会
が
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や

軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い
る
方
を
目

に
す
る
。

　

Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ 

Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｐ
ａ
ｙ
（
み
な
か
み
ハ
ー
ト
ペ
イ
）
に

歩
数
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト
を
付
与
し
て

は
。
健
康
で
い
る
こ
と
は
医
療
費
の
抑

制
に
つ
な
が
り
、
町
内
の
店
に
行
く

き
っ
か
け
に
も
な
る
が
。

答
町
長

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
運
動
不
足
解

消
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
取
り

組
み
は
、
健
康
維
持
に
非
常
に
よ
い
こ

と
だ
と
思
う
。

　

町
と
し
て
何
が
出
来
る
か
検
討
し
、

出
来
る
こ
と
か
ら
実
施
し
た
い
。

問
町
内
３
こ
ど
も
園
の
公
平
公
正

に
向
け
て
の
認
識
に
つ
い
て
は
。

答
町
長

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
教
育
、
保
育
の
場
と
し
て
、
同
じ
目

的
を
持
ち
、
運
営
を
し
な
け
れ
ば
と
考

え
る
。

問
に
い
は
る
こ
ど
も
園
の
民
営
化

に
向
け
て
の
現
状
を
伺
う
。

答
町
長

教
育
施
設
等
検
討
特
別
委
員
会

の
最
終
報
告
か
ら
10
年
超
経
過
し
た
が
、

決
定
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

運
営
方
法
等
再
度
検
討
し
た
い
。

問
３
園
で
の
情
報
交
換
に
つ
い
て

伺
う
。

答
町
長

公
立
・
私
立
の
違
い
は
あ
れ
、

幼
児
教
育
を
担
う
園
が
共
通
理
解
を
深

め
、
職
員
の
資
質
向
上
は
大
変
重
要
で

あ
り
、
３
園
合
同
の
各
種
研
修
会
を
定

期
的
に
実
施
し
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
設
置
補
助
事
業
の
創
設

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
自
宅
で

過
ご
す
時
間
が
長
く
な
っ
た
高

齢
者
の
熱
中
症
対
策
の
一
環
と
し
て
、

エ
ア
コ
ン
設
置
に
助
成
事
業
を
創
設
し

て
は
。

答
町
長

意
識
し
て
水
分
補
給
に
心
が

け
、
ま
た
エ
ア
コ
ン
を
適
度
に
使
用
す

る
こ
と
も
有
効
で
あ
る
。

問
有
効
で
あ
る
も
の
を
設
置
す
る

の
に
助
成
事
業
の
考
え
は
。

答
町
長

制
度
導
入
に
向
け
研
究
し
て
行

く
。

談
事
業
な
ど
行
っ
て
い
る
。

熊
穴
沢
避
難
小
屋
付
近
に

ト
イ
レ
設
置
を

問
以
前
、
町
議
の
二
度
の
質
問
に

対
し
、
当
時
の
町
長
は
、
設
置

の
必
要
性
を
認
め
、
前
向
き
に
調
査
検

討
す
る
と
回
答
し
て
い
る
が
、
如
何
か
。

答
町
長

当
時
の
町
長
が
、
ま
ず
優
先
し

て
熊
穴
沢
に
山
岳
バ
イ
オ
ト
イ
レ
と
い

う
よ
う
な
も
の
で
、
設
置
す
る
こ
と
を

各
方
面
と
調
整
し
た
い
と
い
う
回
答
を

し
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
環
境
力
宣
言
・
町
民
憲
章
・
ユ

ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
理
念
か

ら
、
垂
れ
流
し
状
態
の
熊
穴
沢
避
難
小

屋
付
近
に
ト
イ
レ
設
置
は
必
要
と
思
う

が
如
何
か
。

答
町
長

各
理
念
か
ら
す
れ
ば
、
快
適
な

問
高
齢
者
の
方
々
は
こ
の
町
を
支

え
て
き
た
人
で
、
義
務
も
果
た

し
て
い
る
。
弱
い
立
場
の
方
々
に
目
を

向
け
、
こ
の
事
業
を
形
に
し
て
は
ど
う

か
。答

町
長

今
後
に
向
け
て
研
究
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

登
山
道
の
維
持
管
理
は
必
要
と
思
う
。

問
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
登

録
後
10
年
経
過
時
に
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
報
告
の
義
務
が
あ
る
。

　

そ
の
点
か
ら
も
、
大
い
に
意
味
・
意

義
が
あ
る
と
思
う
が
如
何
か
。

答
町
長

今
後
も
群
馬
県
や
環
境
省
、
山

岳
関
係
者
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
山
岳

ト
イ
レ
問
題
や
快
適
な
登
山
環
境
づ
く

り
に
向
け
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
４
月
下
旬
の
管
内
小
中
学
校
コ

ロ
ナ
感
染
に
関
連
し
て
、
町
と

し
て
園
に
対
し
ど
の
よ
う
な
指
示
、
対

応
を
し
た
か
伺
う
。

答
町
長

学
校
の
臨
時
休
業
の
通
知
と
同

日
に
、
登
園
自
粛
要
請
の
通
知
を
出
し

た
。
そ
の
際
、
保
育
の
必
要
性
の
あ
る

子
ど
も
を
受
け
入
れ
る
児
童
福
祉
施
設

で
あ
る
か
ら
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に

は
、
通
常
保
育
と
の
連
絡
を
し
た
。

問
大
変
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん

で
い
る
、
子
育
て
支
援
に
つ
い

て
伺
う
。

答
町
長

経
済
的
支
援
と
し
て
、
出
産
祝

い
金
、
入
学
支
援
金
、
子
育
て
家
庭
住

宅
新
築
補
助
金
、
結
婚
新
生
活
支
援
等

を
行
っ
て
い
る
。

　

経
済
的
支
援
以
外
で
は
、
地
域
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
に
お
い
て
、
一

時
保
育
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
、
相

こ
ど
も
園
に
対
す
る
町
の
認
識
は

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
運
営
に
努
め
る

石坂 　武 議員

町
　
長

歩
数
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
は

何
が
出
来
る
か
検
討
し
た
い

阿部 賢一 議員

町
　
長

町の健康つくり教室。　　
できる範囲でストレッチを。

お二人でウォーキング。　　 　
道中の会話は心の健康維持にも。

熊穴沢避難小屋。この辺りから山頂へ
向かっての一帯はユネスコエコパーク
核心地域。生物多様性を保全する重要
地域です。
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災
害
頻
発
、
気
象
専
門
家
の
活
用
は

必
要
性
感
じ
る
、
総
合
的
に
研
究

髙橋久美子 議員

町
　
長

地
方
創
生
に
ど
う
向
き
合
う
か

人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
経
済
活
性
化

窪田 金嘉 議員

町
　
長

問
自
然
災
害
が
激
甚
化
、
頻
発
す

る
中
、
災
害
対
応
力
を
強
化
し

て
い
く
こ
と
は
重
要
。

　

危
機
管
理
室
の
具
体
的
な
取
り
組
み

の
方
向
性
は
。

答
町
長

災
害
発
生
時
に
お
け
る
防
災
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
整
備
・
普
及
。
こ

の
シ
ス
テ
ム
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
に
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
必
要
。
多
く
の
町
民
の

方
に
利
用
し
て
貰
え
る
よ
う
、
周
知
、

広
報
や
操
作
説
明
会
の
開
催
な
ど
を
最

重
要
課
題
と
し
て
取
り
組
む
。

問
当
町
は
県
下
一
広
い
面
積
を
持

ち
、
観
光
の
町
と
し
て
、
町
民

は
も
と
よ
り
多
く
の
お
客
様
の
安
全
と

安
心
の
確
保
は
何
よ
り
も
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
こ
と
。
気
象
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
任
用
の
検
討
は
。

問
地
方
創
生
室
を
立
ち
上
げ
た
目

的
は
何
か
。

答
町
長

現
状
の
社
会
情
勢
等
に
鑑
み
、

町
も
地
域
づ
く
り
及
び
地
域
の
活
性
化

を
一
緒
に
な
っ
て
考
え
、
多
様
な
主
体

と
協
力
、
連
携
を
強
化
し
て
い
く
た

め
。
地
方
創
生
室
は
７
人
体
制
で
、
第

２
期
総
合
戦
略
事
業
の
具
現
化
に
役
場

組
織
の
扇
の
要
役
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

問
地
方
創
生
の
「
地
方
」
と
は
誰

を
指
し
、「
創
生
」
の
意
味
は
。

答
町
長

地
方
自
治
体
を
指
し
、「
創
生
」

で
は
、
初
め
て
生
み
出
す
こ
と
、
初
め

て
つ
く
る
こ
と
。

答
町
長

再
生
材
や
ポ
リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
、

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
。

問
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
問

題
が
深
刻
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
い
う

と
、
目
標
14
の
「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ

う
」
に
な
る
。
管
理
さ
れ
て
い
る
土
の

う
袋
は
正
し
く
廃
棄
さ
れ
る
が
、
災
害

時
に
流
出
し
た
も
の
は
レ
ジ
袋
な
ど
の

よ
う
に
、
時
間
と
と
も
に
劣
化
し
て
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
化
す
る
。

　

当
町
は
、
源
流
の
町
で
あ
り
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
選
定
さ
れ
た
町
と
し

る
が
、
地
方
創
生
室
が
挑
む
課
題
は
。

答
町
長

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

第
１
条
の
理
解
で
、
人
口
減
少
の
克
服

と
地
域
経
済
の
活
性
化
が
目
的
。

問
地
方
自
治
体
の
責
務
と
は
何

か
。

答
町
長

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

第
４
条
の
通
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
自
主
的
な
施
策
を
策
定
し
実
施
す
る

に
あ
た
り
、
町
に
は
責
任
と
義
務
が
あ

り
、
果
た
す
べ
き
務
め
が
あ
る
。

問
国
は
地
方
創
生
の
Ｈ
Ｐ
に
、「
特

徴
を
生
か
し
た
自
律
的
で
持
続

的
な
社
会
を
創
生
」
と
あ
る
が
、
町
の

特
徴
は
。
ま
た
、
町
は
「
自
律
的
で
持

続
的
な
社
会
」
を
ど
の
よ
う
に
創
生
す

る
の
か
。

答
町
長

「
特
徴
を
生
か
し
た
」
と
は
、

み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
の
価

値
を
さ
ら
に
高
め
る
ま
ち
づ
く
り
と
考

え
る
。「
自
律
的
で
持
続
的
な
社
会
」

の
取
り
組
み
は
、
町
が
主
体
と
な
っ
て

町
以
外
の
多
様
な
主
体
と
協
力
連
携
し

な
が
ら
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
地
場
産
業
等
の
振
興
を
支
援
す
る

一
層
の
経
済
活
動
を
推
進
。

問
地
方
創
生
室
が
創
設
、
こ
れ
か

ら
地
方
創
生
に
ど
う
向
き
合
っ

て
い
く
の
か
。

答
町
長

地
方
創
生
の
大
き
な
ゴ
ー
ル

は
、
人
口
減
少
の
克
服
と
地
域
経
済
の

活
性
化
。
町
が
定
め
た
第
２
期
総
合
戦

略
に
お
い
て
も
基
本
的
に
方
向
性
は
同

じ
。
総
合
戦
略
に
沿
っ
て
、
地
方
創
生

室
を
中
心
に
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

答
町
長

昨
年
、
町
内
広
範
囲
に
及
ん
だ

豪
雨
や
12
月
の
豪
雪
な
ど
、
町
は
今
後

も
想
定
さ
れ
る
災
害
対
応
に
、
体
制
強

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　

気
象
予
報
や
災
害
に
係
る
情
報
分
析

等
が
必
要
と
な
る
。
気
象
防
災
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
な
ど
専
門
職
活
用
の
必
要
性
は

感
じ
て
い
る
。
今
後
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、総
合
的
に
研
究
を
し
て
い
き
た
い
。

土
の
う
袋
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
を

問
河
川
の
ご
み
拾
い
の
機
会
が

あ
っ
た
。
河
原
の
石
こ
ろ
の
下

に
土
の
う
袋
の
端
き
れ
の
よ
う
な
も
の

が
、
埋
ま
っ
て
い
た
。
災
害
の
と
き
に

役
立
つ
土
の
う
袋
だ
が
、
回
収
で
き
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
河
川
等
に

流
れ
る
も
の
も
あ
る
。
当
町
と
し
て
使

用
し
て
い
る
土
の
う
袋
の
材
質
は
。

問
地
方
創
生
の
意
味
と
は
何
か
。

答
町
長

地
方
創
生
は
、
地
方
自
治
体
が

従
前
と
違
う
初
め
て
の
こ
と
を
実
施
し

て
い
く
、
或
い
は
他
の
自
治
体
と
違
う

初
め
て
の
こ
と
に
取
り
組
む
と
い
う
意

味
。問

地
方
創
生
に
お
い
て
法
が
目
指

す
ゴ
ー
ル
地
点
は
何
か
。

答
町
長

地
方
創
生
の
ゴ
ー
ル
は
、
人
口

減
少
の
克
服
と
地
域
経
済
の
活
性
化
。

問
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

第
１
条
の
中
で
人
口
減
少
に

「
歯
止
め
を
か
け
る
」
と
あ
り
、
地
方

創
生
の
Ｈ
Ｐ
で
は
人
口
減
少
を「
克
服
」

と
あ
る
。
私
の
疑
問
は
、「
克
服
」と「
歯

止
め
を
か
け
る
」
の
違
い
が
、
進
む
べ

き
方
向
性
を
変
え
る
可
能
性
が
出
て
く

て
、
環
境
に
配
慮
し
た
製
品
の
土
の
う

袋
に
変
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。答

町
長

環
境
配
慮
型
の
土
の
う
袋
は
、

単
価
が
お
お
む
ね
数
倍
と
、
財
政
的
に

は
課
題
。
の
り
面
保
護
な
ど
撤
去
が
不

可
能
な
場
所
に
は
環
境
配
慮
型
、
浸
水

防
止
な
ど
一
時
的
に
利
用
す
る
も
の
は

従
来
型
で
対
応
と
、
用
途
に
応
じ
て
使

い
分
け
る
こ
と
は
可
能
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未

来
都
市
と
し
て
、
試
験
的
に
使
用
す
る

な
ど
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

放置された土のう袋。　　
細かくちぎれるとマイクロ
プラスチックに。　　　　
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重
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
凍
霜
害
対
策
は

被
害
農
家
へ
経
費
等
の
助
成
を
準
備

茂木 法志 議員

町
　
長

真
沢
フ
ァ
ー
ム
交
流
施
設
の
今
後
は

実
証
実
験
事
業
と
し
て
行
う

鈴木 美香 議員

町
　
長

問
４
億
円
以
上
の
被
害
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
、
生
産
者
の
方
の

栽
培
意
欲
を
維
持
さ
せ
る
取
り
組
み
等

が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
農
漁
業
災
害

対
策
特
別
措
置
条
例
の
他
に
町
独
自
と

し
て
の
考
え
は
。

答
町
長

農
家
か
ら
防
霜
フ
ァ
ン
の
設
置

要
望
が
あ
れ
ば
、
該
当
に
な
る
補
助
制

度
が
あ
る
。
そ
の
事
務
手
続
や
設
置
場

所
の
条
件
、
調
査
な
ど
を
支
援
し
て
い

き
た
い
。

問
こ
の
施
設
は
、
い
つ
、
ど
の
よ

う
な
目
的
で
作
ら
れ
た
の
か
。

答
町
長

平
成
９
年
度
に
建
設
。
平
成
10

年
５
月
13
日
に
開
業
。
農
林
業
の
振
興

及
び
観
光
の
健
全
な
発
展
を
図
る
た

め
、
都
市
と
農
村
の
交
流
の
場
と
し
て

設
置
。

問
設
立
に
当
た
っ
て
費
用
経
費

は
。

答
町
長

国
の
山
村
振
興
等
農
林
漁
業
特

別
対
策
事
業
と
県
の
特
定
農
山
村
地
域

活
性
化
対
策
事
業
の
補
助
金
を
受
け
、

３
億
３
千
１
５
０
万
円
で
設
置
。
老
朽

化
が
進
み
、
平
成
28
年
度
以
降
の
改
修

費
が
約
６
千
万
円
。

問
指
定
管
理
者
契
約
と
い
う
の

は
、
基
本
協
定
で
は
３
年
。
契

約
期
間
を
残
し
閉
館
し
た
経
緯
は
。

答
町
長

当
初
計
画
し
て
い
た
と
お
り
の

を
図
り
な
が
ら
、
自
伐
型
林
業
の
担
い

手
を
育
成
し
、
森
林
資
源
の
適
正
な
利

用
に
よ
る
地
域
内
経
済
の
循
環
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ク
の
導
入
や
移
住
・
定
住
、
起
業
・
創

業
の
創
出
に
つ
な
が
る
利
活
用
。

問
指
定
管
理
契
約
で
は
な
い
理
由

は
。

答
町
長

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
や
現
状
の
施

設
形
態
で
は
、
指
定
管
理
者
の
選
定
が

難
し
い
。

問
営
業
方
針
は
。

答
町
長

日
帰
り
温
泉
や
宿
泊
客
を
受
け

を
活
用
し
た
地
産
地
消
メ
ニ
ュ
ー
を
提

供
。
町
内
周
遊
及
び
観
光
Ｐ
Ｒ
を
含
め

た
活
動
も
行
っ
て
い
く
予
定
。

問
料
金
設
定
は
。

答
町
長

回
数
券
な
ど
の
料
金
も
従
来
ど

お
り
に
取
り
扱
っ
て
い
く
。

「
音
」
の
観
光
資
源
化

問
観
光
素
材
と
し
て
「
音
」
が
注

目
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ト
レ
ン

ド
に
反
応
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
を
、
期
待

し
た
い
が
。

答
町
長

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

取
り
組
み
と
し
て
、
約
50
本
の
動
画
を

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
サ
イ
ト
か
ら
国
内
外
に

配
信
。
観
光
協
会
や
観
光
関
係
者
と
と

も
に
、
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
回
の
ご

提
案
に
つ
い
て
検
討
、
研
究
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

森
林
活
用
協
議
会
の
今
後
の
方
針
は

問
今
年
度
か
ら
自
伐
型
林
業
の
グ

ル
ー
プ
を
中
心
と
し
た
、
み
な

か
み
町
森
林
活
用
協
議
会
が
発
足
。

　

こ
の
協
議
会
の
今
年
度
の
活
動
内
容

と
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

答
町
長

各
地
域
で
森
林
整
備
活
動
に
取

り
組
む
９
団
体
83
人
の
皆
さ
ん
と
町
で

構
成
。
み
な
か
み
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー

ク
の
理
念
に
基
づ
き
、
町
の
美
し
い
里

山
景
観
や
豊
か
な
森
林
環
境
の
形
成
に

向
け
た
、
森
林
の
適
正
な
利
活
用
を
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
活

動
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
長
の
副
町
長

が
説
明
す
る
。

　

副
町
長

　

森
林
所
有
者
と
森
林
を
活
用
し
た
い

人
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
組
み
を
構
築

す
る
計
画
。
町
や
林
業
関
係
者
と
連
携

集
客
が
見
込
め
ず
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
管
理
運
営
が

困
難
と
な
り
、
令
和
２
年
９
月
30
日
付

で
協
定
を
解
除
し
、
10
月
よ
り
休
館
。

問
閉
館
中
の
施
設
の
管
理
は
。

答
町
長

担
当
職
員
が
定
期
的
に
点
検
。

配
管
凍
結
防
止
の
た
め
の
循
環
を
行
う

必
要
が
あ
っ
た
。
施
設
の
状
況
を
熟
知

し
た
近
隣
の
関
係
者
に
ご
協
力
を
い
た

だ
い
た
。

森林活用協議会の活動。自伐型林業の研修や協議会員の
安全技術講習会などが予定されています。　　　　　　

問
マ
ッ
チ
ン
グ
は
こ
れ
か
ら
の

鍵
。
木
材
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と

い
う
よ
う
な
中
間
土
場
の
よ
う
な
場

所
の
整
備
も
必
要
で
は
な
い
か
と
感

じ
る
。
そ
う
い
っ
た
考
え
は
。

答
副
町
長

森
林
資
源
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
地
方
創
生
推
進
交
付
金
や
森
林

環
境
譲
与
税
を
使
い
、
木
材
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
設
置
し
た
い
。

　

切
り
出
し
た
木
材
の
集
積
、選
別
、

備
蓄
、
出
荷
、
販
売
な
ど
、
一
連
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
確
立
す
る
よ

う
な
拠
点
整
備
を
行
い
、
自
伐
型
林

業
の
担
い
手
育
成
や
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ

パ
ー
ク
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
に
関

す
る
取
り
組
み
の
普
及
啓
発
、
木
育
、

環
境
教
育
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
研

修
会
場
、体
験
会
場
を
整
備
す
る
ほ
か
、

森
林
資
源
環
境
を
教
育
に
推
進
す
る
た

め
の
一
元
的
な
拠
点
及
び
そ
れ
に
伴
う

必
要
機
材
等
も
整
備
し
た
い
。

真沢ファーム交流施設

問
再
開
の
見
込

み
、
目
的
、

取
り
組
み
に
つ
い

て
。答

町
長

宿
泊
と
日
帰

り
温
泉
の
運
営
に
加

え
、
中
長
期
的
に
滞

在
で
き
る
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
、
テ
レ
ワ
ー

入
れ
る
ス
タ
イ
ル
に
加
え
、

全
国
14
拠
点
に
サ
ブ
ス
ク
リ

プ
シ
ョ
ン
方
式
で
運
営
を
行

う
企
業
と
連
携
し
、
他
の
登

録
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
用
す
る
。

問
地
域
産
業
と
の
関
わ

り
は
。

答
町
長

施
設
内
で
地
場
産
品

凍霜害を受けたサクランボ

13 12（第67号）（第67号）

編

　

　

集

情

　

　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集

編

　

　

集

情

　

　

報

話
　
　
　

題

一

般

質

問

活

動

報

告

定

例

会

特

　

　

集



二
十
数
年
前
に
お
客
様
か
ら
「
オ

オ
ク
ワ
ガ
タ
の
飼
育
用
に
キ
ノ
コ
の
菌

床
が
ほ
し
い
」
と
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
始
め
た
昆

虫
事
業
。
金
子
氏
ご
自
身
は
、
幼
少

の
頃
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
帰
り
道
に
野
山

で
ク
ワ
ガ
タ
や
カ
ブ
ト
ム
シ
を
捕
っ
て

飼
育
し
て
い
た
く
ら
い
で
、
昆
虫
ビ
ジ

ネ
ス
は
専
門
外
で
し
た
。
お
客
様
に
教

え
て
も
ら
い
な
が
ら
飼
育
用
菌
床
の
生

産
・
販
売
事
業
を
開
始
。
当
初
、
販
売

価
格
を
た
た
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
幼
虫

が
大
き
く
育
つ
と
い
う
実
績
が
必
要
と

考
え
、
自
ら
会
社
の
Ｈ
Ｐ
に
お
客
様
が

幼
虫
の
成
長
や
感
想
な
ど
を
書
き
込
め

る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。
若
か
り
し

頃
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
、
パ
ソ
コ

ン
で
作
曲
し
て
い
た
こ
と
が
役
立
っ
た

題
問ふる

クイズ
さとふる

クイズ
さと

み な か み 議 会 だ よ り

料
金
受
取
人
払
郵
便

差
出
有
効
期
間

令
和
5
年
3月
 

31
日
ま
で
  　

（
切
手
不
要
）

8
6
5

沼
田
局
承
認

群 馬 県 利 根 郡 み な か み 町 後 閑 三 一 八

「 ふ る さ と ク イ ズ ・ ご 意 見 」 係3
7
9
1
3
9
0

山　折　り　線山　折　り　線

記 入 欄 は 裏 面 に あ り ま す

放流中の藤原ダム放流中の藤原ダム

Ⓐ ヘラクレスオオカブト

Ⓑ ぺラクレスオオカブト

Ⓒ べラクレスオオカブト

表紙の昆虫の名前は？

前回の議会だより 66 号ふるさとクイズの
正解は『Ⓒ ユビソヤナギ』でした。

★この頁は町民皆様にご参加いただく頁です。
以下を参考にふるってご参加下さい。
★正解者には抽選で若干名様に粗品を進呈いた
します。

締切：2021年 8月 31日（当日消印有効）

　下のハガキまたは、裏面の
FAX 用紙などに、クイズの答え・
住所・氏名・議会への伝言を記入し、
お送りください。
※下のハガキは、裏面を記入後に必ず
　のり付けをして投函ください。

参加の
きまり

みなかみ議会だより
 「ふるさとクイズ・ご意見」係

き
の
こ
園
で
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ
ブ
ト

素
晴
ら
し
い
こ
の
町
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
大
切
に
し
て
い
く
た
め
、

議
会
発
で
町
に
あ
る
「
お
宝
」
を
再
確
認
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

「
こ
の
町
に
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
何
も
な
い
こ
と
な
い
。」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

町
の
お
宝
を
ご
存
じ
の
方
は
是
非
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

金子氏と昆虫飼育用の「マット」金子氏と昆虫飼育用の「マット」

子
ど
も
の
こ
ろ
昆
虫
図
鑑
を
見
て
、

そ
の
大
き
さ
に
驚
い
た
南
ア
メ
リ
カ
の

熱
帯
に
生
息
す
る
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ

ブ
ト
が
後
閑
地
区
に
あ
る
月
夜
野
き
の

こ
園
で
飼
育
さ
れ
て
い
ま
す
。

昆
虫
事
業
に
つ
い
て
、
社
長
の
金

子
崇た
か
の
り範
氏
に
伺
い
ま
し
た
。

ギラファノコギリクワガタギラファノコギリクワガタ

この中で幼虫が育っています。この中で幼虫が育っています。

そ
う
で
す
。
飼
育
用
菌
床
が
徐
々
に
評

判
と
な
り
、
ネ
ッ
ト
通
販
の
口
コ
ミ
で

１
位
を
獲
得
す
る
ま
で
に
な
り
、
生
産

量
も
増
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昆
虫
ブ
ー
ム
に
は
波
が

あ
り
ま
し
た
が
、飼
育
用
菌
床
に
加
え
、

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
や
ヘ
ラ
ク
レ
ス
オ
オ
カ

ブ
ト
の
飼
育
と
販
売
も
始
め
、
ピ
ー
ク

時
は
30
種
も
の
昆
虫
を
扱
う
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

こ
こ
数
年
は
「
虫
好
き
な
社
員
」

が
県
外
か
ら
も
入
社
し
て
い
る
そ
う
で

す
。
金
子
氏
は
そ
の
社
員
の
高
い
ス
キ

ル
を
活
か
し
、
昆
虫
館
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
虫
取
り
を
し
た
い
子

ど
も
や
、
体
験
を
さ
せ
た
い
親
の
た
め

に
、
拠
点
と
な
る
施
設
を
作
り
、
標
本

の
作
り
方
や
卵
の
産
ま
せ
方
等
を
レ
ク

チ
ャ
ー
し
た
り
、
情
報
発
信
が
で
き
る

場
所
に
し
た
い
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

ニジイロクワガタニジイロクワガタ
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の

　り

　し

　ろ

の

　り

　し

　ろ

の　り　し　ろ

谷　折　り　線谷　折　り　線

ハ
ガ
キ
の
方
は
、
こ
の
線
で
切
り
取
り

内
側
へ
貼
り
合
わ
せ
て
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

議会への伝言◦

➡

クイズの答え◦ ⇨

差 出 人 氏 名◦ ⇨

差 出 人 住 所◦ ⇨ 〒

 

年 代◦ ⇨ ・〜10代　　　 ・20代　　・30代
・40〜60代　　・70代〜（該当項目に○印を

 付けてください）

（ふりがな）

声声ＦＡＸの方は、この線で切り取ってご利用下さい。

ＦＡＸ番号 ０２７８－２５－８１２７
➡

議会だより編集特別委員会
委 員 長…阿部　　清
副委員長…鈴木　美香
委　　員…窪田　金嘉・本多　公保
　　　　　髙橋久美子・森　　健治
　　　　　中島　信義
編集アドバイザー
　　　　　利根川太郎
編集モニター
　　　　　利根商業高等学校生徒

次回の定例会は

９月　７日（火）〜
９月１７日（金）の予定。
場所：役場本庁舎３階議場
時間：開会は９時
席数：３４席
【問合せ先】議会事務局
　　　　　 ☎２５‐５０２３

議会傍聴のご案内
　傍聴は、どなたでもできます。た
だし、当日議場入口で受付を済ませ
てからご入場ください。

�����流�れ�����
①受付にて「受付表記入（住所・電

話番号・氏名・年齢）」
②受付表を係に渡して「傍聴カード」

を受け取る
③傍聴席へ
④帰りに「傍聴カード」を返却箱へ

入れて終了
※注意／飲食・録画・録音・写真撮

影は禁止。

〈
顔
マ
ー
ク　

利
根
商
生 

作
〉

声声

よ
せ
ら
れ
た

町
民
ひ
ろ
ば
移
住
定
住
シ
リ
ー
ズ
を
読
ん

で
。
こ
の
地
に
生
ま
れ
育
っ
て
、
ず
っ
と
住

ん
で
い
る
と
、
不
便
で
不
自
由
な
こ
と
ば
か

り
目
に
つ
い
て
く
る
。

移
住
定
住
し
た
人
達
の
話
を
見
聞
き
す
る

と
、
み
な
か
み
町
の
良
さ
を
再
発
見
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
町
の
印
象
を
何
と
も
風
情
良

く
表
現
し
て
い
て
感
動
し
た
。

交
流
会
が
出
来
た
ら
楽
し
い
と
思
う
。

�

（
阿
能
川
）

40
代
～
60
代

虚礼廃止にご協力を
　議員は公職選挙法により、下記の行為は禁止されています。また、町民
の皆様が議員に寄付を求めるようなことも禁止されています。
　趣旨をご理解のうえ、ご協力をお願いします。

編編編 アアドドババイイスス集集集モモニニタターー編 利根商生徒会

編集委員も若い方々のご意見を掲載したいのですが、
残念ながら投稿がないのです。この議会だよりが、若い
方に読まれるよう、ご意見を寄せてもらえるよう、変わっ
ていかなければなりませんね。モニターの皆さんをはじ
め若者の皆さん、どのような紙面なら町議会に興味を持
ちますか？　ぜひご意見をお寄せください。

ユ
ビ
ソ
ヤ
ナ
ギ
に
関
心
を
持
っ
て
い

ま
し
た
と
こ
ろ
、今
回
取
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

湯
桧
曽
川
を
散
歩
さ
れ
る
方
が
、
川

の
美
し
い
流
れ
と
ヤ
ナ
ギ
に
囲
ま
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

�

（
湯
桧
曽
）

70
代
～

　「66号よせられた声」に、10代から 30代
の声を載せるべきではないでしょうか。

新
潟
県
に
向
か
う
時
、ご
み
が
と
っ
て
も

気
に
な
り
ま
す
。ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
に

登
録
さ
れ
て
い
る
の
に
、こ
ん
な
に
汚
く
て

よ
い
も
の
か
。

町
民
で
ご
み
拾
い
を
し
な
く
な
っ
た
の

な
ら
「
ご
み
を
捨
て
な
い
」
規
制
を
作
り
ま

せ
ん
か
。た
と
え
ば
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る

等
、
何
か
考
え
て
ほ
し
い
で
す
。

�

（
布
施
）

70
代
～

17 16（第67号）（第67号）
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町
を
知
っ
た
き
っ
か
け

　

温
泉
や
ス
キ
ー
な
ど
を
楽
し
み
に
、
月
一

回
の
頻
度
で
町
へ
は
何
度
も
訪
れ
て
い
た
。

　
　

 

な
ぜ
、
移
住
を
？

　

み
な
か
み
に
す
ご
い
魅
力
を
感
じ
て
い
た

の
で
、
い
つ
か
は
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

が
、
た
ま
た
ま
良
い
立
地
に
売
地
が
出
た
の

で
思
い
切
っ
た
。
人
間
ら
し
い
環
境
で
暮
ら

し
た
い
と
い
う
思
い
に
合
致
し
た
の
が
大
き

い
。
子
育
て
の
環
境
と
し
て
も
素
晴
ら
し
い

と
感
じ
た
。

　

通
勤
に
つ
い
て
も
、
東
京
駅
ま
で
１
時
間

ち
ょ
っ
と
で
着
く
し
、
必
要
な
も
の
は
ネ
ッ

ト
で
揃
う
。
食
料
品
は
新
鮮
で
安
い
野
菜
が

近
所
で
買
え
る
し
、
い
い
こ
と
尽
く
め
だ
。

　
　

 

町
の
印
象
は

　

自
然
が
あ
ふ
れ
、
四
季
を
感
じ
ら
れ
贅
沢
。

し
か
も
都
心
へ
通
え
る
し
、
な
ぜ
人
が
も
っ

と
移
り
住
ま
な
い
の
だ
ろ
う
と
思
う
。
こ
ん

な
贅
沢
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
は
。

　

移
住
し
て
き
た
と
き
、
地
元
の
方
か
ら
「
東

京
で
な
く
て
い
い
の
？
」
と
言
わ
れ
た
が
、

き
っ
と
町
の
皆
さ
ん
も
、
当
た
り
前
す
ぎ
て

こ
の
贅
沢
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
感
じ
た
。

　
　

 

住
ん
で
良
か
っ
た
こ
と
は
？

　

時
間
の
流
れ
が
ゆ
っ
く
り
し
て
い
て
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
。
仕
事
柄
、
四
六
時
中
、

Ｐ
Ｃ
や
携
帯
に
縛
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
こ
こ
に
住
ん
で
み
て
、
こ
れ
が
人
間

の
生
活
だ
と
思
っ
た
。

　
　

 

提
案
さ
れ
た
い
こ
と
は
？

　

過
度
に
過
疎
化
が
進
展
し
て
活
力
が
な
く

な
っ
て
し
ま
う
と
、
い
く
ら
土
地
に
魅
力
が

あ
っ
て
も
人
は
移
住
の
選
択
を
取
ら
な
く
な

る
と
思
う
。
こ
の
町
は
高
速
道
路
と
新
幹
線

が
通
り
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
あ
る
の
に
、

自
然
も
豊
か
な
稀
有
な
場
所
。
移
住
を
考
え

る
人
に
選
ば
れ
る
条
件
は
揃
っ
て
い
る
。
活

力
の
あ
る
う
ち
が
勝
負
。

　

た
だ
、
潜
在
的
移
住
の
ニ
ー
ズ
の
あ
る
と

こ
ろ
に
情
報
が
届
い
て
い
な
い
の
だ
と
思
う
。

効
果
的
な
広
報
戦
略
が
必
要
だ
。
例
え
ば
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
勝
手
に
個
人
が
Ｐ
Ｒ
し
て
く
れ
る
し
、

拡
散
力
も
あ
る
。
そ
う
し
た
も
の
を
通
じ
て
、

情
報
が
ち
ゃ
ん
と
届
け
ば
「
み
な
か
み
、
い

い
じ
ゃ
ん
」
と
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
を
、
ど

う
作
り
出
す
か
だ
と
思
う
。

　

み
な
か
み
に
は
現
代
の
都
会
に
疲
れ
た
人

が
求
め
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
が
届
か
な
い

の
は
も
っ
た
い
な
い
。

　

ま
た
、
都
心
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
地
震
に
強

い
点
な
ど
含
め
事
業
安
定
継
続
性
を
考
え
れ

ば
企
業
に
と
っ
て
も
候
補
に
な
り
う
る
。
誘

致
の
仕
組
み
を
整
え
、
み
な
か
み
へ
移
転
等

し
た
ケ
ー
ス
が
１
件
で
も
あ
れ
ば
、
そ
れ
に

続
く
企
業
が
出
る
の
で
は
。

今
回
の
特
集
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
」
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
や
地
域
活
性
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
推
進
す
る
に
当
た
っ
て
、

第
２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
総
合
戦
略
」
に
お
い
て
、
横
断
的

な
目
標
２
「
新
し
い
時
代
の
流
れ
を

力
に
す
る
」
と
い
う
項
目
が
追
加
さ

れ
ま
し
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
目
標
が
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
で
す
。

我
々
議
員
も
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
踏
ま

え
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
財

政
難
な
ど
、
従
来
か
ら
の
課
題
の
解

決
と
コ
ロ
ナ
後
の
「
新
た
な
生
活
様

式
」
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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窪
田
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　雄大さんは千葉県、小百合さんは
北海道のご出身。
　みなかみ町と都心、二つの拠点を
持つご夫妻を紹介します。

移住・定住シリーズ㉗

ネギ収穫！

　
　

前ま
え
だ田

　
雄ゆ
う
だ
い大 

さ
ん　

37
歳（
須
川
区
）

 

小さ

百ゆ

合り 

さ
ん　

44
歳   

　 

　

前田さんご一家

み
な
か
み
、
い
い
じ
ゃ
ん
！
を
届
け
た
い


